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前回報告以降に発生した放射線管理に係る不適合

件名 発生日 概要 要因分類

①電子式線量計および個人線
量計の一時不携帯について

2020.11.5
協力企業作業員は、作業終了後、３／４号機装備交換所でＹ装備からＧ装備へ着替えた後、
電子式線量計（ＡＰＤ）と積算線量計の再装着を失念し、未装着の状態で出入管理所に移
動した。

基本行動の不備

②個人靴移動可能エリア外に
おける個人靴での移動につい
て

2020.11.19
協力企業作業員は、休憩所バス停からルートが異なるバスに誤って乗車したため、運転手
に降車を申出て、バス停でない場所で降車した。その後、徒歩で目的地へ移動中、個人靴
移動可能エリア外を歩行した。

基本行動の不備

③Ｙゾーンに設定されている
Ｈ９タンクエリアでのＧゾー
ン靴立ち入りについて

2020.12.1
当社社員は、H9タンクエリア(Yゾーン)へ立入る際、Ｙゾーンの標識に気づかずＧ靴のま
ま立入った。

基本行動の不備
理解不足

④Ｈ９タンクエリアにおける
放射線防護装備の相違につい
て

2020.12.14
協力企業作業員は、H9タンクエリアで既設ケーブル撤去作業を、Ｙ装備で行うべきところ
Ｇ装備で実施した。正規の入口である渡り足場を使用せず、外堰を乗越えて立ち入った。

基本行動の不備

⑤協力企業作業員のＹ装備で
のＲゾーンへの入域について

2020.12.15
協力企業作業員は、Rゾーン境界を理解していなかったため、誤った放射線防護装備でR
ゾーンに立ち入った。

理解不足

⑥委託警備員の全面マスクの
フィルター外れについて

2021.1.9

委託警備員は現場入域時の全面マスクリークチェックを誤った方法で実施したため、フィ
ルタの接続が緩んでしまい、巡視中に全面マスクのフィルタが外れてしまった。
※当該警備員の顔面サーベイ、鼻腔内スミアにより汚染がないこと、ＷＢＣにより
内部取り込みがないことを確認した。

理解不足

⑦協力企業作業員のガラス
バッジの一時不携帯について

2021.1.12
協力企業作業員は、５／６号機中操の前で金属探知を受ける際、ガラスバッジやＡＰＤ、
入構証を首から外したが、再装着時にガラスバッジのひもが首に掛かっておらず、未装着
の状態で構内の休憩所へ戻った。

基本行動の不備

⑧不適切な放射線防護エリア
の設定、装備での作業につい
て

2021.1.20
協力企業の工事管理において、Ｇゾーンでの試掘作業時に汚染が確認されたため、Ｙゾー
ンの設定が必要と判断し、ゾーン変更の申請を行っていたが、放射線防護部門の承認を得
ない状態でＹゾーンに変更して作業を再開していた。

理解不足
基本行動の不備

⑨当社社員の３／４号機装備
交換所における電子式線量計
と積算線量計の置き忘れにつ
いて

2021.2.5
当社社員は、作業終了後、３／４号機装備交換所でＹ装備からＧ装備へ着替えた後、電子
式線量計（ＡＰＤ）と積算線量計の再装着を失念し、未装着の状態で出入管理所に移動し
た。

基本行動の不備

⑩電子式線量計および個人線
量計の一時不携帯について

2021.2.10
協力企業作業員は、作業終了後、プロセス建屋装備交換所でＹ装備からＧ装備へ着替えた
後、電子式線量計（ＡＰＤ）と積算線量計の再装着を失念し、未装着の状態で出入管理所
に移動した。

基本行動の不備
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①⑨⑩電子式線量計および個人線量計の一時不携帯
2

不適切事例 正しい振舞い

守らなければならない理由

作業終了後、装備交換所でY装備からG装備へ着替えた後、
電子式線量計（ＡＰＤ）と積算線量計を未着用の状態で、
出入管理所に移動した。

【誤った振舞い】
・着替え後にセルフチェック、相互チェック、作業班長等
によるチェックを実施していなかった。

電子式線量計（ＡＰＤ）と積算線量計が未装着な状態であると、外部被ばく線量の
測定ができず、過剰被ばくしても気づかない。

・セルフチェック、相
互チェック、作業班
長等によるチェック
は、現物確認を確実
に実施し、装着状況
を確認する。

・管理対象区域内で
は、ＡＰＤと積
算線量計は必ず首
ひもに掛けて着用
し、首ひもは首か
ら絶対に外さない。
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②個人靴移動可能エリア外における個人靴での移動

乗るバスを間違えたため、バ
ス停ではない場所でバスを止
めて降車した。降車後、定め
られた場所以外のエリアを個
人靴で移動した。

不適切事例 正しい振舞い

守らなければならない理由

汚染の可能性のある場所を個人靴で移動すると、靴裏に汚染が付着し、汚染拡大に
つながるおそれがある。

【誤った振舞い】

・バス停ではない場所で無理矢理
バスを停車させて降車した。

・個人靴移動可能エリア以外の場
所に個人靴で進入した。

・決められたバス停
で降車する。

・個人靴移動可能エ
リア内を個人靴で
移動する。
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：個人靴移動可能エリア
：今回移動エリア
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③Ｈ９タンクエリア（Ｙゾーン）におけるＧゾーン用靴での立ち入り

不適切事例 正しい振舞い

守らなければならない理由

区域区分毎に定められた放射線防護装備を着用せずに立ち入ると、身体汚染や内部取込に
よる内部被ばくにつながるおそれがある。

【誤った振舞い】

・ゾーン区分は、前回(前月)と同じと思い込み、ゾーンの
表示を確認しなかった。

・正規の移動ルートにあるＹ靴履き替え所を通らなかった。

・作業前に作業エリア
の区域区分を確認し
、区域区分毎に定め
た放射線防護装備を
着用する。

・正規に設定した場所
から立ち入る。

・現場到着後に標識
および区域区分境
界位置を確認して
から作業を行う。
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H9タンクエリア(Yゾーン)へ立入る際、Ｙゾーンの標識に
気づかずＧ靴のまま立入った。

Ｇ靴のまま立入

→正規の移動ルート

1

2

→当日の移動ルート

Ｈ９タンクエリア
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④Ｈ９タンクエリアにおける放射線防護装備の相違

Ｈ９タンクエリアの外堰と内堰の間（Ｙゾーン）で行う
既設ケーブル撤去作業を、Ｇ装備で実施した。

不適切事例 正しい振舞い

守らなければならない理由

区域区分毎に定められた放射線防護装備を着用せずに立ち入ると、身体汚染や内部取込に
よる内部被ばくにつながるおそれがある。

【誤った振舞い】

・外堰を乗り越えた。
・正規のＹゾーン入口を使用せず、外堰（Ｙゾーン境界）
を乗り越えてＹゾーンに立ち入った。

・作業前に作業エリア
の区域区分を確認し
、区域区分毎に定め
た放射線防護装備を
着用する。

・正規に設定した場所
から立ち入る。

・現場到着後に標識
および区域区分境
界位置を確認して
から作業を行う。
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渡り足場

渡り足場にYゾーン表示
注意喚起あり

本来のYゾーンへの出入り箇
所

外堰を登って越えた
Yゾーン
表示
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⑤Ｙ装備でのＲゾーンへの入域

不適切事例 正しい振舞い

守らなければならない理由

区域区分毎に定められた放射線防護装備を着用せずに立ち入ると、身体汚染や内部取込に
よる内部被ばくにつながるおそれがある。

【誤った振舞い】

・Ｒゾーン境界を把握していない状態で、現場調査を行った。
・Ｒゾーン境界入口に境界を示す表示を無視してRゾーンに
立ち入った。

・作業前に作業エリア
の区域区分を確認し
、区域区分毎に定め
た放射線防護装備を
着用する。

・現場到着後に標識
および区域区分境
界位置を確認して
から作業を行う。
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Rゾーン境界を理解しておらず、誤った放射線防護装備で
Rゾーンに立ち入った。

看板
（本来の境界）

高

ロープ（勘違いした境界）

Ｙゾーン

Ｒゾーン入域
ルート
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⑥全面マスクのフィルター外れ
7

不適切事例 正しい振舞い

守らなければならない理由

現場入域時の全面マスクリークチェックを誤った方法で
実施したため、フィルタの接続が緩んで、全面マスクの
フィルタが外れた。

【誤った振舞い】
・誤った方法でリークチェックした。
・防護装備の相互確認、セルフチェックを実施しなかった。

・マスクの種類に応じ
た正しいリーク
チェックを実施する。

・相互確認、セルフ
チェックを実施する。

フィルター脱落により内部取り込みをする。



無断複製転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

⑦ガラスバッジの一時不携帯

５／６号機中操の前で金属探知を受ける際、電子式線量計
（ＡＰＤ）と積算線量計、入構証を首から外したが、再着用
時にガラスバッジのひもが首に掛かっておらず、未装着の状
態で構内の休憩所へ戻った。

不適切事例 正しい振舞い

守らなければならない理由

【誤った振舞い】
・線量計などを一旦外した後、再着用する際に装着状態を
確認しなかった。

・金属探知で、一旦
ＡＰＤと積算線量
計を外した場合は
、再着用時にセル
フチェック、相互
チェックを確実に
実施し、装着状況
を確認する。
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電子式線量計（ＡＰＤ）と積算線量計が未装着な状態であると、外部被ばく線量
の測定ができず、過剰被ばくしても気づかない。
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⑧区域区分変更の未承認状態での作業実施

協力企業の工事管理において、焼却工作建屋北側（Ｇゾーン
）での試掘作業時に汚染が確認された（1月19日）ため、
Ｙゾーンの設定が必要と判断し、ゾーン変更の申請を行って
いたが、放射線防護部門の承認を得ない状態でＹゾーンに
変更して作業を継続した（1月19日、20日）。

不適切事例 正しい振舞い

守らなければならない理由

【誤った振舞い】

・放射線防護部門の区域区分の変更承認を得ない状態で
Ｙゾーンに変更して作業を実施した。

・区域区分変更時は、
放射線防護部門が
申請書類を確認し、
承認してから、
区域区分を変更し、
作業を実施する。

区域区分の設定が不適切であった場合、汚染拡大につながるおそれがある。
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2021年１月19日 2021年１月20日
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放射線管理不適合に関する要因

放射線管理に係わる不適合は以下の要因が大きく影響している。

１．基本行動の不備

正しいふるまいが出来ていなかった作業者が一部にいた。

２．理解不足

当社主管部門の放射線防護に関する要求事項の理解不足。

元請の放射線管理員の理解不足。
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放射線管理不適合に関する対策

放射線管理に係わる不適合の要因に対し、以下の対策を実施する。

１．基本行動の不備

ふるまい教育を毎年継続的に実施し、基本行動に関する意識の

醸成を行う。

２．理解不足

当社放射線防護部門にて、放射線管理に係わる現場観察を作業

主管部門の工事管理員及び、元請の放射線管理員と一緒に行い、

放射線防護に係るコーチングを実施する。
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